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安全管理の目的

目的: 望ましくないことを避けること。安全管理とは、

ビジネス活動を管理し、事故やけがの防止やその他の

リスク低減に役立つ原則、体制、プロセスを適用する

ことです。

Safety-I

目的: 望ましいことに近づくこと。安全管理とは、

ビジネス活動を管理し、仕事の条件が想定通りの場合も、

想定外の場合も、順調に進むことを保証するのに役立つ

原則、体制、プロセスを適用することです。

Safety-II
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安全管理システム

安全管理システムは、安全管理の

ための体系的な取り組みであり、

組織の構造、説明責任、方針および

手続きが含まれます。
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管理とは?

管理の目的は、現状の維持、新たな望ましい状態に近づく、望ましくない状態を
避ける、のいずれかです。

維持するには...

近づくには... …

管理とは、組織が目標を効率的かつ安全に達成する
ことを保証するために、組織の資産（人材、財源、
物的資源および情報）の計画、意思決定、整理、
統制、および制御を行うプロセスです。

管理は目的のある変化の制御です。

外部（および内部）の影響、劣化、およびばらつきを補うため、
変化する能力が必用です。

現在位置から遠ざかり、正しい手順で新たな位置に移動するため、
変化する能力が必要です。

避けるには…
一時的な、或いは恒久的な危険やリスクを避けるため、変化する
能力が必要です。
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目的地または目標 :

目指す場所は?

到着予定日(時間)は?

管理は旅行に似ている

位置:

現在地は?

進捗状況は?

手段またはプロセス :

進行方法 (測度や

位置)の変更は？
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管理には知識が必要(1)

現在地の情報 : 現在の位置 / 状況 / 状態。

指標(KPI)は？測定結果は？ダッシュボードの表示は？基準は? 

現状が短期間でどのように変化するか予測します。

目的地の情報 : 未来の位置 / 状況 / 状態。

成功の基準-近づくのか避けるのか？利害関係者の意見は一致？
それとも対立？費用対効果は？

目的地への到達手段の情報 : システムを現在地から最終目的地に移動する

方法。効果的な変更手段は？所要時間は？副作用の可能性は？
結果は一時的？それとも恒久的？

位置:

目的地 :

手段 :
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目に見えるものの管理

目的地: 明確

位置: わかる

手段 / プロセス:
よく知られている、明白

運転

目的地:  明確

位置: わかる

手段 / プロセス:
よく知られている、明白

生産 飛行

目的地:  明確
位置: わかる
手段 / プロセス:

よく知られている、明白
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目に見えないものの管理

安全の管理

目標:  否定による

定義(無事故)

位置: わかり

づらい、或いは

わからない

手段 / プロセス: 

知識ではなく慣習に

基づくため、完全に

はわからない。



© Erik Hollnagel, 2020Slide 9

安全:位置は?

ほとんどの安全対策は悪い結果（事故

など）について言及
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安全:目的は?

安全の目標はほとんど明確に
示されない
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道路地図対海図

位置:

方向:

経路:

条件:

不確かな場合もある

考える必要がある

コースの設定が必要

予測不可能

確定しやすい

明確に指定

明確に表示

安定

位置:

方向:

経路:

条件:

位置:

方向:

経路:

条件:

?
?
?
?



© Erik Hollnagel, 2020Slide 12

組織の変更方法は?

マネージャーは、組織とそのメン

バーがいかに効率的・効果的に組織

の目的を達成するために必要な活動

を実行しているか監視し、規制する

必要があります。

行動、目標および目的の基準
の確立

実際の行動（生産物、行動、
行動様式）の測定

実際の行動と基準の比較

結果の評価と必用に応じて是
正措置の実施

自動車の方向や速度の

変更の仕方はわかりま

す。

では、組織の「方向」や

「速度」はどのように

変えられるのでしょうか？

なぜ変更する必要があるのでしょうか？

近づくには... 維持するには... 避けるには...
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管理には知識が必要 (2)

どの程度現在位置を把握していますか？
遅延はありますか？組織の周辺で何が起きて
いますか？

どのように目標が定義され、目的が設定され
ましたか？
優先順位や利害の不一致がありますか？
時間窓 / 対象期間は？

手段は目標に適切ですか？必用な工数や作業を
実施する担当者は？
「信号」を妨げる「ノイズ」はありますか？

位置:

目標:

手段:

３つの前提:
すべて計画通りに
順調に進む。

変化の進行中、状態は
安定している。
それ以外に何も
起きない。
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手段:システムを理解する

追跡可能なシステム

（技術的）

A
B追跡不可能なシステム

（社会技術的）

複雑に絡み合うシステム

（相乗的および自己調整）
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物事の実行方法を理解する

タスクの
ネットワーク

矢印は時間的な

（論理的）順序を

示しています。
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HTAからFRAMへ
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タスクと活動

タスク -マネージャーなどに計画
または想定された作業

活動 -実際に行われた作業

機能共鳴分析法 (FRAM)はWAIとWADの両方を定義できますが、
特に後者に役立ちます。

タスクは想定された作業(Work As Imagined) 活動は実際に行われた作業(Work As Done)

Slide 17
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安全の対象はWAIではなく、WAD

設計（ツール、役割、
環境）

作業および生産計画
（「無駄のない」 -最適化）

安全管理、調査および監査

想定する仕事 想定する仕事 想定する仕事

実際に行われる仕事実際に行われる仕事 実際に行われる仕事
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FRAMの定義と役割

仕事の設計、管理、および分析を行う際、私たちは物事がどのように行われ

るか、或いは行われるべきであるか、理解していると暗黙に前提しています。

実際には、仕事は必ずしも定期的で、規則正しくはありません。実際に行わ

れる仕事(WAD)が想定する仕事(WAI)と一致することはありません。なぜなら、

仕事の実際の条件はもとより、仕事にかかる負荷や資源を事前に知ることは

不可能だからです。
FRAMは仕事に関連する活動がどのように行われるか、遡及的、または事前に

分析する方策です。FRAMでは、仕事がどのように行われるのか表すモデル

または代表例を作成するため、仕事に関連する活動を分析します。

FRAMの4つの原則:
失敗と成功の等価、

大まかな調整の必要性、

発生の現実、および

因果関係の代替手段としての機能共鳴。

FRAMは関与する機能で何が起こっているか説明することに集中します。
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FRAM分析（モデル作成）のス
テップ

4

2

討論や反復によってモデルを改良します。終了後、各分野の専門家を
投入し、モデルを調整します。

活動/イベントに必要な基本的機能のリストを作成します。情報源と
して、イベントレポート、手順/指示書、設計仕様書、口述、現地の
見学およびインタビュー、経験などを使用可能です。

3
各機能をFMVを使用して説明します。各機能に関連する特徴を「深さ
より範囲重視」の手法を使用して説明します。必要な追加機能を定義
し、フォアグラウンド機能とバックグラウンド機能を割り当てます。

1
モデルの範囲（分析する活動の目的と期間）を定義します。分析する
活動に定義された期間（開始と終了の時期）は、フォアグラウンドの
機能をバックグラウンドの機能と区別するのに役立ちます。
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指示書を

読む
周辺を

片付ける

台を

下げる

後傾フレー

ムを下げる

後傾フレー

ムを固定

台を

傾ける
台を移動

直立ポジ

ションに戻す

*適切な数の作業者と適切な
昇降技術を使用してください。

小さくて複雑な図
DC, AC, 空気（空圧）用の異なる手順
レンタル業者が早朝にリフトを屋外に放置
梅雨の時期

作業の線形記述

35ページのマニュアル
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作業の非線形記述
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Safety-II:望ましい結果を出す

何かに近づきたければ、正しい方向に

向かって移動しなければなりません！

安全とは、意図する望ましい結果が

生まれる状態です。

すべての結果には行動の変動性が

いくらか含まれます。

成功要因を裏付けるため、あらゆ

る行動を研究します。

近づく
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安全管理の異なる方策

目標:

事故、怪我を防止し、その他のリス

クを最小限に抑えます。

手段:

物事が失敗する理由を理解し、失敗

の原因を見つけます。規格や基準に

よって、原因の除去、危険の削減、

変動性の除去を行います。

Safety-I Safety-II

目標:

条件が想定通りでも想定外でも、作

業の成功を保証します。

手段:

なぜ物事が上手くいくのか理解し、

システムの潜在能力を管理および維

持します：
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見方の違い

Safety-Iの見方: Safety-IIの見方:

何が上手くいかなかったのか？ 何が起きたのか？以前にも起きたか？

原因は？ なぜ他の時には成功したのか？

防止策は？ 次回必ず成功する方法は？

他に失敗する可能性があるものは？ 同じように起きる他の事象は？
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見方の違い

成熟した見方:

ここで何が起きているのか？頻度は？

どのようにこのパターンが発生したのか？

良い点と悪い点は？

同じように起きる他の事象は？
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ご清聴ありがとうございました。

どうもありがとうございました


